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　明治27年に東北高等学校の先駆けとなる仙台数学院が創設されて以来、「至誠」「忍耐」「勤勉」の校訓に秘められた教育、それは個々
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結弦さん、宮里藍さん、有村智恵さん、佐々木主浩さん、斎藤隆さん、修験界の塩沼亮潤さん、音楽界の中川晃教さんなど実に多様
な分野で活躍するOB、OGを輩出しています（写真は、平成30年に小松島キャンパスに完成した新校舎）。
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業
務

　

私
学
事
業
団
で
は
、「
平
成
29
年
度
学
校

法
人
等
基
礎
調
査
」
を
基
に
28
年
度
決
算

デ
ー
タ
を
集
計
し
た
、
29
年
度
版
『
今
日
の

私
学
財
政
（
幼
稚
園
・
特
別
支
援
学
校
編
）』

と
『
今
日
の
私
学
財
政
（
専
修
学
校
・
各
種

学
校
編
）』
を
８
月
に
刊
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、『
今
日
の
私
学
財
政
（
幼
稚
園
・

特
別
支
援
学
校
編
）』
よ
り
、
幼
稚
園
の
財

務
状
況
に
つ
い
て
概
略
を
解
説
し
ま
す
。

園
児
数･

幼
稚
園
数
と
も
に
増
加

　

文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
と

私
立
・
国
立
・
公
立
を
合
わ
せ
た
28
年
度
の

園
児
数
は
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を

含
め
る
と
、
24
年
度
の
１
６
０
万
４
０
０
０

人
か
ら
１
７
３
万
７
０
０
０
人
と
な
り
、
13

万
３
０
０
０
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

幼
稚
園
数
に
つ
い
て
も
、
認
定
こ
ど
も
園
の

増
加
の
影
響
に
よ
り
、
９
０
４
園
増
加
し
て

い
ま
す
（
表
１
）。

幼
稚
園
法
人
の
約
３
割
は

�

事
業
活
動
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス

収
支
状
況

　

１
法
人
当
た
り
の
事
業
活
動
収
支
計
算
書

よ
り
、
24
年
度
と
28
年
度
を
比
較
す
る
と
、

収
入
の
部
で
は
、
補
助
金
が
２
５
１
５
万
円

増
加
し
、
事
業
活
動
収
入
は
３
０
４
１
万
円

増
加
し
て
い
ま
す
。
支
出
の
部
で
は
、
人
件

費
が
１
５
１
９
万
円
増
加
、
経
費
も
６
４
８

万
円
増
加
し
、
事
業
活
動
支
出
は
２
２
４
１

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
活
動
支
出
の
増
加
合
計
額
に
対
し

て
、
事
業
活
動
収
入
の
増
加
額
の
方
が
上

回
っ
た
た
め
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支

差
額
（
事
業
活
動
収
入
‒
事
業
活
動
支
出
＝

事
業
活
動
収
支
差
額
）は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

28
年
度
に
事
業
活
動
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ

ス
の
幼
稚
園
法
人
数
は
１
４
２
７
法
人
で
、

集
計
法
人
の
約
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
経

営
状
況
の
目
安
と
な
る
事
業
活
動
収
支
差
額

を
プ
ラ
ス
へ
移
行
さ
せ
る
方
策
を
検
討
し
て

実
行
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
い
え

ま
す
（
表
２
・
３
）。

財
政
状
態

　

１
法
人
当
た
り
の
貸
借
対
照
表
よ
り
、
24

年
度
と
28
年
度
を
比
較
す
る
と
、
資
産
の
部

で
は
有
形
固
定
資
産
が
５
１
０
７
万
円
、
流

動
資
産
が
２
７
８
８
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
加

し
、
現
金
預
金
の
増
加
も
含
め
、
資
産
の
部

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

構
成
比
率
を
み
る
と
、
有
形
固
定
資
産
が

０
・８
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
64
・３
％
と
な
っ

て
お
り
、
施
設
・
設
備
投
資
を
控
え
、
資
金

を
現
金
預
金
と
し
て
内
部
留
保
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

負
債
・
純
資
産
の
部
で
は
、
固
定
負
債
及

び
流
動
負
債
の
金
額
は
増
加
し
ま
し
た
が
、

私
立
幼
稚
園
の
財
務
状
況
《
平
成
28
年
度
決
算
集
計
》

表１　園児数と幼稚園数 （単位：人、園）
区　分 24年度 28年度 差引

園 児 数 1,604,225 1,737,348 133,123 

　 私 立 1,314,968 1,456,876 141,908 

　 国 立 5,930 5,394 △ 536 

　 公 立 283,327 275,078 △ 8,249 

幼稚園数 13,170 14,074 904 

　 私 立 8,197 9,446 1,249 

　 国 立 49 49 0 

　 公 立 4,924 4,579 △ 345 
（注1）文部科学省「学校基本調査報告書」より
（注2）幼保連携型認定こども園を含む

表２　事業活動収支計算書（１法人当たり金額） （単位：千円）

区　　　　　分 24年度 28年度 差引金額 構成比率 金額 構成比率

収
入
の
部

学生生徒等納付金 67,986 46.6% 65,415 37.1% △ 2,571 
補 助 金 53,242 36.4% 78,390 44.4% 25,148 
そ の 他 24,888 17.0% 32,718 18.5% 7,830 
事 業 活 動 収 入 146,116 100.0% 176,523 100.0% 30,407 
基 本 金 組 入 額 △ 14,405 △ 9.9% △ 21,159 △ 12.0% △ 6,754 

支
出
の
部

人 件 費 83,542 57.2% 98,728 55.9% 15,186 
経 費 47,669 32.6% 54,151 30.7% 6,482 
そ の 他 2,361 1.6% 3,105 1.8% 744 
事 業 活 動 支 出 133,572 91.4% 155,985 88.4% 22,413 

基本金組入前当年度収支差額
（事業活動収支差額） 12,544 8.6% 20,538 11.6% 7,994 

当 年 度 収 支 差 額 △ 1,861 △ 1.3% △ 620 △ 0.4% 1,241 
（注） 会計基準改正以前の事業活動収入は帰属収入、事業活動支出は消費支出、基本金組入前当年

度収支差額は帰属収支差額、当年度収支差額は消費収支差額を掲載している。

表４　貸借対照表（１法人当たりの平均額） （単位：千円）

区　　　　　分
24年度 28年度

差引
金額 構成比率 金額 構成比率

資
産
の
部

有 形 固 定 資 産 378,233 65.1% 429,304 64.3% 51,071 
特 定 資 産 ｰ ｰ 52,209 7.8% ｰ
その他の固定資産 76,967 13.2% 32,160 4.8% △ 44,807 
流 動 資 産 126,107 21.7% 153,991 23.1% 27,884 

（う ち 現 金 預 金）（112,399） （19.3%）（134,290） （20.1%） （21,891）
合 計 581,307 100.0% 667,665 100.0% 86,358 

負
債
及
び
純
資
産
の
部

固 定 負 債 36,594 6.3% 44,912 6.7% 8,318 
流 動 負 債 22,683 3.9% 26,823 4.0% 4,140 
基 本 金 536,289 92.3% 606,531 90.8% 70,242 
繰 越 収 支 差 額 △ 14,259 △ 2.5% △ 10,601 △ 1.6% 3,658 
負債及び純資産の部
の 計 581,307 100.0% 667,665 100.0% 86,358 

（注1） 学校法人会計基準の改正により、特定資産（使途が特定された預金等）が中科目として設け
られた。

（注2）会計基準改正以前の繰越収支差額は消費収支差額を掲載している。

表３　事業活動収支差額がマイナスの法人数

年度 集計法人数
（A）

事業活動収支差額が
マイナスの法人

法人数（B） 割合（B/A） 

24 5,086 1,600 31.5% 

25 5,068 1,722 34.0% 

26 5,110 1,740 34.1% 

27 5,073 1,370 27.0% 

28 5,012 1,427 28.5% 

（注） 会計基準改正以前の事業活動収支差額は帰属収
支差額を掲載している。
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資
産
の
部
合
計
が
増
加
し
た
た
め
、
固
定
負

債
及
び
流
動
負
債
の
構
成
比
率
は
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
（
表
４
）。

主
要
財
務
比
率
で
財
務
分
析
を
！

　

最
後
に
、
幼
稚
園
部
門
に
つ
い
て
、
事
業

活
動
収
支
計
算
書
関
係
比
率（
加
重
平
均
値
）

の
中
か
ら
、
収
入
の
構
成
割
合
を
見
る
た
め

の
学
生
生
徒
等
納
付
金
比
率
、補
助
金
比
率
、

支
出
の
構
成
割
合
を
見
る
た
め
の
人
件
費
比

率
、
教
育
研
究
（
管
理
）
経
費
比
率
、
収
入

と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
る
た
め
の
人
件
費

依
存
率
、
学
校
法
人
等
の
経
営
状
況
を
見
る

た
め
の
事
業
活
動
収
支
差
額
比
率
（
旧
・
帰

属
収
支
差
額
比
率
）
を
都
道
府
県
ご
と
に
ま

と
め
ま
し
た
。

　

各
財
務
比
率
の
見
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
『
今

日
の
私
学
財
政
』に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
財
務
比
率
だ
け
で
財
政
や
経
営

を
判
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各

学
校
法
人
等
に
お
い
て
、
今
後
の
経
営
改
善

を
進
め
る
際
の
参
考
と
し
て
活
用
し
て
く
だ

さ
い
（
表
５
）。

　

毎
年
、
各
都
道
府
県
を
通
じ
て
「
学
校
法

人
等
基
礎
調
査
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
６
～
７
８
４
８

Ｅ
メ
ー
ル　

DFOUFS!
TIJHBLV�HP�KQ

表５　都道府県別財務比率一覧（幼稚園部門）
部　門　数 学 生 生 徒 等

納 付 金 比 率 補 助 金 比 率 人 件 費 比 率 人 件 費 依 存 率 教育研究（管理）
経　費　比　率

事業活動収支
差 額 比 率

24年度 28年度 24年度 28年度 24年度 28年度 24年度 28年度 24年度 28年度 24年度 28年度 24年度 28年度
園 園 % % % % % % % % % % % %

青森 460 391 50.7 34.5 37.6 58.8 61.9 59.8 122.1 173.1 31.0 29.1 6.4 14.3 
岩手 104 102 46.6 23.7 36.7 61.6 66.7 59.2 143.1 250.0 34.7 27.6 △2.2 15.1 
宮城 81 77 42.1 27.5 40.5 61.0 58.4 59.9 138.7 217.7 33.4 31.6 5.8 9.3 
秋田 151 153 42.1 45.2 39.1 43.7 51.9 57.2 123.3 126.6 32.5 32.9 14.9 11.6 
山形 62 62 44.3 21.5 38.5 70.3 60.7 59.1 137.1 274.7 35.1 30.1 3.8 14.4 
福島 83 82 37.0 25.5 45.0 63.6 60.3 62.0 162.7 243.2 32.4 33.9 6.7 10.0 
茨城 122 114 35.0 31.5 44.5 54.4 53.9 59.6 154.0 189.6 34.6 33.1 10.1 10.0 
栃木 184 177 37.4 25.2 46.2 61.5 57.5 57.1 153.6 226.6 32.4 29.3 8.8 12.6 
群馬 181 176 50.6 32.7 39.2 63.4 60.4 58.1 119.4 177.5 29.8 28.2 7.9 21.2 
埼玉 117 112 48.7 32.1 40.3 58.8 64.5 61.2 132.4 190.4 34.7 30.1 △0.1 20.3 
千葉 510 516 50.3 47.4 29.6 34.5 55.4 58.7 110.2 123.6 33.1 34.6 9.9 8.7 
東京 390 393 51.9 49.3 33.3 37.3 57.2 61.1 110.1 123.7 31.3 33.2 9.3 7.0 

神奈川 498 528 53.2 50.6 30.2 33.5 55.9 60.5 105.1 119.5 30.0 30.9 12.4 9.7 
新潟 521 535 59.3 50.7 25.4 35.4 58.9 59.6 99.4 117.6 30.7 30.3 9.1 10.2 
富山 103 100 41.5 27.4 46.2 66.9 60.3 60.5 145.3 220.5 34.3 27.5 2.2 19.4 
石川 53 51 40.5 29.2 45.9 56.2 51.8 61.1 127.7 209.6 38.6 36.5 8.3 19.2 
福井 57 52 49.4 41.7 43.3 52.3 64.2 62.7 130.0 150.4 30.9 34.6 4.6 4.7 
山梨 30 29 43.3 30.7 38.3 56.4 54.7 55.3 126.5 180.3 31.2 36.5 11.9 9.7 
長野 60 59 43.0 29.1 36.6 57.0 60.2 62.7 140.2 215.4 33.2 30.7 6.3 7.5 
岐阜 100 100 49.8 39.2 35.0 49.3 62.3 61.1 125.0 155.9 29.5 29.2 7.1 11.3 
静岡 92 101 55.5 50.5 31.2 39.5 61.0 58.9 109.9 116.6 35.8 34.2 1.5 8.1 
愛知 220 211 45.0 38.2 41.4 51.5 59.6 61.2 132.5 160.3 33.0 32.3 6.7 9.7 
三重 407 403 40.4 35.1 43.7 51.0 58.7 60.1 145.3 171.2 31.9 32.7 8.2 10.5 
滋賀 52 59 54.5 48.1 32.6 41.0 59.9 59.0 109.8 122.7 31.9 33.7 7.1 7.1 
京都 26 27 29.7 30.0 59.9 64.7 52.8 59.6 177.6 198.8 42.0 28.6 2.0 19.5 
大阪 143 130 44.2 42.2 41.2 42.6 59.6 63.9 134.9 151.3 35.3 35.8 3.7 0.7 
兵庫 378 389 41.8 34.4 40.1 52.1 56.6 57.2 135.4 166.1 35.0 35.3 7.7 12.7 
奈良 200 212 48.8 38.0 33.7 45.7 54.6 56.0 111.8 147.4 31.4 32.4 12.2 12.5 

和歌山 41 40 50.4 45.4 33.5 38.0 65.8 66.8 130.5 147.3 38.9 38.5 △5.0 △4.8
鳥取 41 39 38.1 29.2 46.8 58.4 65.3 64.4 171.4 220.4 33.9 31.9 0.5 7.6 
島根 26 27 46.0 32.5 40.1 55.9 65.0 63.3 141.2 194.6 31.7 29.2 0.1 6.6 
岡山 10 9 47.3 16.5 35.1 56.0 71.0 54.2 150.2 329.4 37.2 25.4 △10.4 20.2 
広島 32 32 38.7 29.9 44.1 55.1 64.3 60.6 166.2 202.6 30.0 31.2 1.8 12.7 
山口 164 188 41.2 35.4 43.0 52.4 51.1 53.1 124.1 150.0 38.4 38.3 8.8 10.1 
徳島 116 111 32.9 23.7 53.4 67.3 62.5 60.6 190.3 256.0 32.2 28.7 4.9 14.9 
香川 10 10 57.1 40.4 28.5 47.9 62.9 68.3 110.1 169.1 34.1 29.3 2.8 2.7 
愛媛 32 34 50.5 44.5 35.8 50.6 60.1 59.0 119.0 132.4 31.9 31.2 6.2 15.7 
高知 86 71 47.2 30.4 37.4 60.1 58.6 57.0 124.0 187.4 28.3 28.5 11.8 16.6 
福岡 29 29 41.5 26.6 45.3 64.6 63.0 58.8 152.1 221.2 30.5 27.6 5.5 13.4 
佐賀 327 353 51.4 46.8 35.3 41.2 54.4 56.0 105.7 119.6 31.9 33.3 12.4 11.1 
長崎 82 84 45.5 30.2 38.8 63.8 52.6 58.2 115.6 192.9 30.0 28.3 16.8 16.9 
熊本 123 110 48.0 28.6 36.3 58.6 58.5 58.4 122.0 204.3 31.5 28.5 8.9 14.5 
大分 103 105 34.9 24.0 56.4 68.3 61.4 58.7 175.8 244.9 26.7 28.6 11.2 13.2 
宮崎 62 62 39.7 27.2 47.3 62.9 57.5 57.9 144.9 213.3 30.5 28.5 11.0 16.8 

鹿児島 113 98 34.0 22.0 52.0 71.4 59.6 54.3 175.3 247.2 30.9 27.1 8.7 24.3 
沖縄 147 138 34.5 22.7 50.8 67.1 56.2 57.0 163.2 251.1 32.7 26.9 10.1 16.8 

30 34 50.2 41.5 35.9 49.2 52.0 56.0 103.5 135.0 33.7 33.8 13.8 20.0 
全国平均 6,959 6,915 47.7 39.5 36.6 48.0 57.6 59.0 120.7 149.3 32.2 31.9 8.8 11.6 

（注1）部門数は『今日の私学財政』で集計した学校法人が設置する幼稚園数である。また、部門数の全国平均部分は合計数である。
（注2）会計基準改正以前の事業活動収支差額は帰属収支差額を掲載している。
（参考） 学生生徒等納付金比率:学生生徒等納付金/経常収入〈帰属収入〉　　人件費依存率:人件費/学生生徒等納付金
　  　　補助金比率:補助金/事業活動収入〈帰属収入〉　　教育研究（管理）経費比率:（教育研究経費＋管理経費）/経常収入〈帰属収入〉
　　　  人件費比率:人件費/経常収入〈帰属収入〉　　事業活動収支差額比率:基本金組入前当年度収支差額〈帰属収支差額〉/事業活動収入〈帰属収入〉
　　　  ※〈　〉内は会計基準改正前の勘定科目名を記載している。

区　分

北海道
青　森
岩　手
宮　城
秋　田
山　形
福　島
茨　城
栃　木
群　馬
埼　玉
千　葉
東　京
神奈川
新　潟
富　山
石　川
福　井
山　梨
長　野
岐　阜
静　岡
愛　知
三　重
滋　賀
京　都
大　阪
兵　庫
奈　良
和歌山
鳥　取
島　根
岡　山
広　島
山　口
徳　島
香　川
愛　媛
高　知
福　岡
佐　賀
長　崎
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄
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今
回
は
、
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会

将
来
構
想
部
会
や
人
生
１
０
０
年
時
代
構
想

会
議
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
「
社
会
人
の
学

び
直
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
内
外
で
評
価
の

高
い
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る

名
古
屋
商
科
大
学
大
学
院
を
取
材
し
ま
し
た
。

学
校
法
人 

栗
本
学
園

概
要

　

名
古
屋
商
科
大
学
大
学
院

　
　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科�

（
３
２
０
名
）

　
　

会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
研
究
科（
１
３
０
名
）

　
　
　
　

����

※
カ
ッ
コ
内
は
収
容
定
員

取
材
応
対
者

　

理
事
長�

栗
本�

博
行　

氏

　

大
学
院
事
務
局
長�

早
川�

京
子　

氏

す
べ
て
の
授
業
で
実
践
的
な

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を
採
用

　

名
古
屋
商
科
大
学
で
は
教
育
の
価
値
を
、

　

１　

教
育
／
研
究
環
境
の
国
際
性

　

２　

実
践
的
な
参
加
型
講
義

に
置
い
て
い
ま
す
。
大
学
院
は
、
現
在
、
名

古
屋
・
東
京
・
大
阪
の
３
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
五
つ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム　

①
Ｅ
Ｍ

Ｂ
Ａ
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
＋
中
小
企
業
診
断
士
養
成
）、

②
Ｍ
Ｂ
Ａ
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
英
語

Ｍ
Ｂ
Ａ
）、
④
Ｍ
Ｓｃ
（
税
理
士
養
成
）、
⑤

Ｐｒ
ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

単
科
）
を
展
開
し
て
い
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
全
体
を
本
院
で
は「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
受
講
生（
①
～
⑤
）

は
８
０
０
名
超
に
の
ぼ
り
、
す
べ
て
の
授
業

に
、
実
践
的
な
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を
採
用
し

て
い
る
の
が
大
き
な
特
長
で
す
。

　
「
授
業
ス
タ
イ
ル
を
変
え
た
き
っ
か
け
は

在
学
生
の
声
で
し
た
」
と
栗
本
理
事
長
は
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。
あ
る
日
、
社
会
人
学

生
か
ら
１
通
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。
大
学

院
の
今
後
を
心
配
し
、
自
分
に
続
く
後
輩
を

思
っ
て
の
内
容
で
し
た
。
理
事
長
は
こ
の
率

直
な
意
見
に
強
い
危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。

社
会
人
学
生
が
真
に
学
び
た
い
こ
と
を
我
々

は
教
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
視
点
が
欠
け
て

い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

自
分
な
ら
ど
ん
な
教
育
を
受
け
た
い
か
。

理
事
長
は
真
剣
に
考
え
、
海
外
の
大
学
が
実

践
す
る
「
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
」
に
出
会
い
ま

す
。
現
地
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加

し
、
授
業
を
土
・
日
で
完
結
さ
せ
て
い
る
こ

と
や
自
分
が
発
言
し
て
い
る
最
中
に
他
人
が

発
言
を
か
ぶ
せ
て
く
る
こ
と
な
ど
を
体
験
し

ま
す
。
楽
し
く
て
自
分
も
学
び
た
い
、
と
強

く
感
じ
た
そ
う
で
す
。
帰
国
後
、
こ
の
体
験

を
ベ
ー
ス
に
、「
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
」
を
導

入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

教
員
の
９
割
以
上
は
実
務
家
教
員

　

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を
始
め
た
当
初
、
教
員

の
ほ
と
ん
ど
が
学
生
へ
の
教
授
法
を
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
専
任
教
員
を
ケ
ー

ス
メ
ソ
ッ
ド
教
育
の
最
先
端
で
あ
る
Ｉ
Ｖ
Ｅ

Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド

に
よ
る
授
業
参
観
や
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
（
以
下
「
Ｈ
Ｂ
Ｓ
」
と
い
う
）

の
教
員
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ

Ｌ
）
に
派
遣
し
て
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
学
ば
せ

ま
し
た
。

　

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
は
教
育
上
、
極
め
て
重
要

な
要
素
で
あ
る
た
め
、
教
員
の
派
遣
は
今
で

も
続
け
て
い
ま
す
。経
験
豊
富
な
実
務
家
で
、

か
つ
教
え
る
こ
と
が
う
ま
い
教
員
は
な
か
な

か
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一

線
で
活
躍
し
て
い
る
本
院
の
教
員
は
、
常
に

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
学
び
、
受
講
生
か
ら
も
学

ぶ
姿
勢
を
保
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
院
の
教
員
の
採
用
基
準
は
、
教

え
た
い
こ
と
を
教
え
る
人
で
は
な
く
、
受
講

生
が
学
び
た
い
こ
と
を
教
え
る
人
で
す
。
教

員
は
、
コ
ア
教
員
、
非
常
勤
教
員
、
海
外
提

携
校
か
ら
の
派
遣
教
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｍ
Ｂ
Ａ
は
す
べ
て
の
講
義

が
英
語
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
の
海
外
か
ら
の
招し

ょ
う
へ
い聘教
授
の
比

率
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
人
が
学
び
や
す
い
週
末
型
授
業

　

授
業
は
、
社
会
人
が
働
き
な
が
ら
で
も
学

び
や
す
い
よ
う
に
、
一
科
目
が
２
週
末
（
土

日
×
２
回
）・
４
日
間
で
完
結
さ
れ
る
短
期

集
中
型
と
し
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
形
式
で
体
系
的

に
学
修
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い

ま
す
。
多
忙
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
も
週
末

の
み
の
受
講
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
取
得
が
可
能
と
な

り
、
出
講
教
員
も
出
講
日
以
外
の
公
務
の
日

程
調
整
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
授
業
時
間

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
�0
分
ま
で
で
、

授
業
構
成
に
よ
り
休
憩
等
は
各
教
員
に
任
せ

て
い
ま
す
。

　

ケ
ー
ス
・
事
例
等
の
教
材
は
、
シ
ラ
バ
ス

内
に
事
前
に
示
さ
れ
、
受
講
生
は
予
習
等
相

当
の
準
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。授
業
当
日
は
、

授
業
開
始
前
に
必
ず
�0
分
程
度
、
少
人
数
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
は

授
業
で
は
な
く
、
事
前
学
習
で
あ
る
た
め
、

教
員
は
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
受
講

生
は
新
た
な
課
題
を
発
見
し
た
り
自
身
の
認

識
の
ズ
レ
を
修
正
で
き
、
他
者
の
意
見
も
聞

け
る
た
め
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

　

教
材
と
し
て
学
ぶ
ケ
ー
ス
は
一
科
目
当
た

り
、
平
均
８
～
10
ケ
ー
ス
で
企
業
の
事
例
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
実
務
家
教
員
が
多
い
た
め
、

名古屋丸の内キャンパス

名
古
屋
商
科
大
学

　
　
　

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

社
会
人
の
学
び
を
リ
ー
ド
す
る

学
校
訪
問
記
～
未
来
に
向
か
っ
て
～
　
第
８
回

シ リ ー ズ
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生
き
た
経
営
課
題
を
学
ぶ
こ
と
で
、
実
践
的

な
経
営
力
を
鍛
え
、
深
い
分
析
力
と
的
確
な

経
営
判
断
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
院
の
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
授
業
に

お
い
て
成
績
の
評
価
は
、
Ｈ
Ｂ
Ｓ
を
参
考
に

し
、
授
業
へ
の
貢
献
度
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
発
言
の
内
容（
新
た
な
視
点
の
提
示
等
）

で
加
点
、
態
度
（
遅
刻
、
攻
撃
的
発
言
、
レ

ポ
ー
ト
遅
延
等
）
で
減
点
し
て
い
て
、
授
業

で
は
受
講
生
か
ら
積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ

活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
授
業
は
す
べ
て
録
画
し
、
発
言
者
の

確
認
や
Ｆ
Ｄ
（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
の
教
材
と

し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
に
適
し
た
教
室

　
「
空
間
が
人
を
つ
く
る
」
と
い
う
創
立
者

栗
本
祐
一
先
生
の
教
え
か
ら
、
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
の
建
物
（
地
下
１
階
、地
上
1�
階
建
）

は
天
井
が
高
く
優
雅
な
空
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。
教
室
も
Ｈ
Ｂ
Ｓ
を
参
考
に
、
ケ
ー
ス
メ

ソ
ッ
ド
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
適
し
た

空
間
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
授
業
に
使
用
す

る
教
室
は
、
馬
蹄
型
に
座
席
を
配
置
し
、
教

室
の
正
面
は
、
中
央
に
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を

映
し
出
す
ス
ク
リ
ー
ン
、
そ
の
左
右
に
は
上

下
移
動
式
の
黒
板
が
２
面
の
３
面
型
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
教
卓
の
前
に
は
教
員
が
自

由
に
歩
き
回
れ
る
広
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
後
ろ

を
振
り
返
ら
な
く
て
も
ス
ク
リ
ー
ン
の
内
容

が
確
認
で
き
る
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

学
生
は
何
を
求
め
て
い
る
か

　

Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
学
生
の

平
均
年
齢
は
35
歳
で
、
大
手
企
業
の
社
員
が

多
く
い
ま
す
。
彼
ら
が
現
実
的
に
求
め
て
い

る
も
の
は
、
経
営
サ
イ
ド
の
評
価
、
す
な
わ

ち
「
学
位
を
取
得
し
て
か
ら
３
年
後
の
給
与

が
上
が
る
か
」
で
す
。

　

世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
ラ
ン
キ
ン

グ
評
価
に
お
い
て
も
、
修
了
後
の
収
入
増
加

額
を
授
業
料
で
割
っ
た
数
値
が
指
標
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
本
院
で
は
修
了
後
の
収
入

も
含
む
キ
ャ
リ
ア
状
況
を
追
跡
調
査
し
、
調

査
の
結
果
は
説
明
会
で
も
公
表
し
て
い
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
修
了
生
が
所
得
・
キ
ャ
リ

ア
と
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
転
職

し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
方
の
ほ
か

に
、
本
社
へ
の
転
勤
や
昇
任
に
よ
る
役
職
手

当
の
増
額
な
ど
に
よ
り
年
収
が
増
え
て
い
る

方
も
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

教室の馬蹄型の座席配列

８
割
の
学
生
が
教
育
訓
練
給
付
金
制
度
を

利
用

　

在
学
生
の
８
割
は
仕
事
を
し
な
が
ら
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
生
で
す
。
出
身
大
学
別
で
は

旧
帝
大
卒
が
約
４
割
で
、
男
女
別
で
は
男
性

８
割
、
女
性
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
女
性
の
比
率
を
３
割
台
に
増
や
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
費
の
負
担
は
、
自
費
が
８
割
、
残
り
の

２
割
は
会
社
や
自
営
業
で
の
経
費
負
担
で

す
。
本
院
で
は
、
す
べ
て
の
修
士
課
程
学
位

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
厚

生
労
働
省
の
「
専
門
実
践
教
育
訓
練
」
の
指

定
講
座
で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
者
は

給
付
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
給
付
金
制
度
を
８
割
の
学
生

が
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
国
の
支

援
は
大
変
あ
り
が
た
い
と
の
お
話
で
し
た
。

ノ
ン
デ
ィ
グ
リ
ー
（
非
学
位
）
で
学
び
易
く

　

社
会
人
の
学
び
直
し
で
は
、
企
業
に
社
員

を
大
学
・
大
学
院
へ
派
遣
す
る
こ
と
の
価
値

を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
学
は
企
業
と
き

ち
ん
と
対
話
を
し
、
特
に
人
事
の
方
に
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

企
業
が
抱
え
て
い
る
課
題
・
問
題
点
、
市

場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
十
分
に
認
識
し
た
う

え
で
、
大
学
も
同
じ
視
点
で
世
界
を
意
識
し

て
い
る
こ
と
を
話
し
、
本
院
が
国
際
性
を
備

え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
教
育
を

実
践
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

国
際
認
証
取
得
や
継
続
（
本
院
は
Ａ
Ａ
Ｃ

Ｓ
Ｂ
、
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
）
に
は
相
当
の
費

用
が
か
か
る
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
が
な
い
と

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
信
頼
は
得
ら
れ
ず
、
ま

た
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
に
お
け
る
大
学
の

国
際
ラ
ン
キ
ン
グ
に
も
名
を
連
ね
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
必
要
な
も
の
と
、
と
ら
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

い
き
な
り
修
士
課
程
、
と
い
う
の
も
社
会

人
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
一
科
目
で
も
受
講
で
き
る
単
科
生
や
履

修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
ノ
ン
デ
ィ
グ
リ
ー

（
非
学
位
）
の
講
義
か
ら
学
ん
で
い
く
風
土

も
つ
く
り
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、
理
事
長
は
「
ニ
ー
ズ
を
間
違
え

な
け
れ
ば
、
社
会
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大
き

い
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
、
今
後
の
展
望
を

語
ら
れ
ま
し
た
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　
「
社
会
人
の
学
び
直
し
は
、Ｆ
Ｄ
（
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
）
が
す
べ
て
で
す
」
と
い
う
栗
本
理

事
長
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　

社
会
人
の
ニ
ー
ズ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

学
び
た
い
内
容
と
教
え
方
を
改
め
て
掘
り
下

げ
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。同
大
学
で
は
、

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を
学
部
教
育
に
も
導
入

し
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ

ち
ら
の
成
果
も
楽
し
み
で
す
。

　
「
今
で
も
、
何
か
の
折
に
、
あ
の
メ
ー
ル

を
読
み
返
し
ま
す
」
社
会
人
学
生
の
メ
ー
ル

は
、
名
古
屋
商
科
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

の
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�

【
取
材
】
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
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魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

連�載�　50

新
た
な
人
間
づ
く
り
の
教
育
を
目
指
し
て
魅
力
創
り

学
校
法
人
　
南
光
学
園
　
東
北
高
等
学
校
　
副
校
長
　
那
須
　
祐
二

は
じ
め
に

　

学
校
法
人
南
光
学
園
は
東
北
高
等
学
校
と

東
北
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
か
ら

な
り
、
そ
の
歴
史
は
１
２
４
年
に
及
び
、
個

性
を
尊
重
し
人
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
た
極

め
て
人
間
臭
く
素
朴
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
芯

の
通
っ
た
教
育
実
践
」
を
柱
に
歩
ん
で
き
ま

し
た
。

　

平
成
21
年
、
少
子
化
対
策
等
の
た
め
第
四

代
理
事
長
に
大
槻
秀
樹
氏
を
迎
え
新
た
な
学 小松島キャンパスを臨んで

園
改
革
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
は
、
教
職
員
の
意
識
や
教
育
設

備
に
も
表
れ
教
職
員
が
実
感
で
き
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
小
松
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
第
一
次

整
備
事
業
が
終
了
し
新
た
な
教
育
を
展
開
す

る
礎
が
完
成
、
加
え
て
大
槻
理
事
長
の
力
強

く
包
容
力
に
富
ん
だ
経
営
理
念
は
教
職
員
の

団
結
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

29
年
に
は
創
立
者
一
族
の
若
手
ホ
ー
プ
で

注
目
さ
れ
て
い
た
五
十
嵐
征
彦
氏
を
第
12
代

校
長
へ
迎
え
、
そ
の
教
育
改
革
は
斬
新
か
つ

繊
細
な
内
容
で
「
ひ
と
づ
く
り
」
の
教
育
に

新
た
な
歴
史
を
刻
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
今
を
生
き
る
若
人
の
支
え
と
な
る
教
育

を
知
恵
と
努
力
で
構
築
す
る
」
新
た
な

取
り
組
み

　
７
年
前
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大
き
な

被
害
を
受
け
、
修
繕
工
事
の
費
用
確
保
の
た

め
、
こ
こ
数
年
間
の
本
学
は
自
由
に
設
備
投

資
で
き
る
財
務
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
ん
な
厳
し
い
状
況
下
で
、理
事
長
は「
知

恵
を
集
め
る
こ
と
で
よ
り
評
価
さ
れ
る
教
育

を
展
開
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
教
職
員
が

一
致
団
結
す
る
必
要
が
あ
る
」、
ま
た
「
教

育
者
は
教
育
外
の
世
界
に
疎
い
こ
と
が
多

い
。
今
ま
で
あ
ま
り
意
識
し
な
か
っ
た
世
界

に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
知
恵
が
生

ま
れ
る
も
の
だ
」
と
教
職
員
へ
げ
き
を
飛
ば

し
ま
し
た
。

　

教
職
員
と
の
対
話
を
重
視
し
、
自
ら
の
理

事
報
酬
を
ほ
と
ん
ど
受
け
取
る
こ
と
な
く
学

園
の
舵
取
り
を
行
う
理
事
長
の
姿
は
、
教
職

員
の
意
識
も
変
え
始
め
ま
す
。
不
満
や
要
求

を
突
き
つ
け
る
動
き
は
少
な
く
な
り
、
教
育

内
容
な
ど
へ
の
「
ア
イ
デ
ィ
ア
」
を
提
案
す

る
動
き
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

「
知
恵
と
工
夫
が
個
性
尊
重
の
原
点
」

　　

本
学
園
は
国
公
立
大
学
を
目
指
す
創
進

コ
ー
ス
、
私
立
大
学
進
学
を
目
指
す
文
理

コ
ー
ス
、
自
己
を
見
つ
め
な
お
し
多
様
な
進

路
に
対
応
す
る
文
教
コ
ー
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
技

能
を
柱
に
健
全
な
精
神
と
肉
体
を
育
成
す
る

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
、
自
分
の
長
所
を
再
認
識

し
焦
ら
ず
じ
っ
く
り
自
己
形
成
を
目
指
す
総

合
コ
ー
ス
か
ら
な
り
ま
す
。

　

進
学
系
の
創
進
コ
ー
ス
は
入
学
時
の
偏
差

値
が
53
前
後
で
、
偏
差
値
70
を
超
え
る
国
公

立
大
学
の
合
格
を
目
指
し
ま
す
。
効
率
的
な

学
習
を
目
指
す
た
め
「
全
て
の
知
識
に
何
故

と
い
う
疑
問
を
持
て
」「
問
題
を
解
く
だ
け

で
な
く
、
他
の
生
徒
へ
解
法
を
説
明
し
な
さ

い
」
と
い
う
指
導
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ

の
指
導
法
に
よ
り
、
生
徒
は
自
分
自
身
が
理

解
で
き
て
い
な
い
箇
所
を
知
り
、
そ
の
原
因

を
探
求
す
る
こ
と
で
よ
り
深
い
理
解
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

こ
の
教
育
法
は
生
徒
の
能
力
開
発
に
大
き

く
影
響
し
、
二
次
学
力
育
成
に
も
効
果
を
出

し
て
い
ま
す
。
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
、
文

理
コ
ー
ス
、
文
教
コ
ー
ス
の
生
徒
が
有
名
国

公
立
大
学
に
合
格
し
た
例
が
あ
り
、
教
育
効

果
（
指
導
の
成
果
）
を
実
証
し
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

私
立
大
学
進
学
の
文
理
コ
ー
ス
の
偏
差
値

評
価
は
43
で
す
が
、
こ
こ
３
年
間
の
合
格
実

績
で
は
、
国
公
立
大
学
合
格
者
数
は
３
名—

６
名—

９
名
と
飛
躍
的
な
結
果
を
出
し
て
い

ま
す
。
全
国
の
有
名
私
立
大
学
の
合
格
者
数

も
平
均
で
延
べ
70
名
を
超
え
る
（
在
籍
平
均

１
０
０
人
程
度
）
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
生
み
出
し
た
背
景
に
は
、
生

徒
の
向
上
心
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
刺
激
す
る
こ

と
で
し
た
。「
ビ
リ
ギ
ャ
ル
」
で
世
間
の
注

目
を
浴
び
た
小
林
さ
や
か
さ
ん
、
ア
ル
ピ
ニ

ス
ト
の
野
口
健
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
実
施

し
、
生
徒
は
人
が
成
長
す
る
原
動
力
に
な
る

の
は
「
実
行
力
、
諦
め
な
い
心
、
自
分
を
信

じ
る
心
」
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
生
き
る
手
本
と
な
る
方
々
と
の
触
れ

合
い
を
進
め
る
中
で
国
公
立
大
学
合
格
は
無

理
と
言
わ
れ
た
学
力
層
の
生
徒
が
国
立
大
学

や
公
立
大
学
、
有
名
私
立
大
学
へ
の
合
格
を

も
た
ら
し
た
の
で
す
。

　

文
教
コ
ー
ス
は
生
徒
が
じ
っ
く
り
自
分
の

適
性
を
見
極
め
、
基
礎
学
力
定
着
を
重
視
し

た
コ
ー
ス
で
、
２
年
次
か
ら
大
学
進
学
、
公

務
員
、
専
門
学
校
や
就
職
を
目
指
し
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ス
（
前
身
と
な
っ
た
コ
ー
ス
名
は

普
通
部
）
出
身
の
有
名
ア
ス
リ
ー
ト
に
は
、

浜
の
大
魔
神
こ
と
佐
々
木
投
手
、
大
リ
ー
グ

で
活
躍
し
た
斎
藤
投
手
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、

奈
良
の
金
峯
山
寺
で
千
日
行
を
達
成
し
た

大だ
い
あ
じ
や
り
 

阿
闍
梨
塩し

お
ぬ
ま
り
よ
う
じ
ゆ
ん

沼
亮
潤
氏
な
ど
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
は
個
々
の
運
動
能
力
を

極
限
ま
で
伸
ば
す
こ
と
を
目
標
に
し
た
コ
ー

ス
で
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
、
硬
式
野
球
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

陸
上
、
柔
道
な
ど
が
有
名
で
あ
り
、
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
に
は
ゴ
ル
フ
の
宮
里
藍
さ
ん
、
有
村
智

恵
さ
ん
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
荒
川
静
香
さ
ん
、
羽
生

結
弦
さ
ん
等
が
卒
業
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
総
合
コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
コ
ー
ス

で
は
独
特
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
従
い
「
自
分

自
身
に
自
信
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
け
る
」
力

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
コ
ー
ス
で

す
。
茶
道
や
華
道
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
教
育

に
取
り
入
れ
、
集
団
行
動
に
自
然
な
感
覚
で

身
を
置
く
体
験
を
さ
せ
、
協
力
の
重
要
性
や

人
同
士
の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
の
中
で
体
験

さ
せ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
体
験
を
基
に
「
人

と
の
交
流
が
苦
手
」「
自
分
の
言
い
た
い
こ

と
を
相
手
に
伝
え
ら
れ
な
い
」
な
ど
現
代
人

が
抱
え
る
問
題
を
解
決
し
て
い
き
な
が
ら
、

人
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
教
育

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
育
方
針
で
大

き
く
世
に
羽
ば
た
い
た
の
が
中
川
晃
教
さ
ん

で
す
。
音
楽
を
通
し
て
自
分
自
身
の
思
い
を

表
現
し
て
い
き
、
今
や
こ
の
世
界
で
は
だ
れ

も
が
知
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
北
で
初
め
て
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
正
式

採
用

　　

本
校
で
は
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
不
登

校
生
徒
の
支
援
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

入
試
判
定
基
準
に
欠
席
日
数
は
含
み
ま
せ
ん

し
、
入
学
後
の
対
応
と
し
て
、
常
駐
の
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
採
用
し
多
様
な
悩
み
に
柔
軟
な

対
応
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
効
果
は
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
保
護
者

や
教
職
員
に
も
及
び
、
年
間
延
べ
２
４
０
０

件
を
超
す
利
用
頻
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

羽
生
選
手
の
応
援
に
活
躍
し
た
三
楽

ホ
ー
ル
は
人
と
人
を
結
び
付
け
る
場
と

し
て
設
置

　　

今
年
７
月
に
小
松
島
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
近

代
的
な
図
書
館
（
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）、

ラ
ウ
ン
ジ
（
食
堂
）、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
、情
報
室
、集
会
場（
三
楽
ホ
ー
ル
）

を
完
備
し
た
新
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
前

面
が
ガ
ラ
ス
張
り
で
開
放
感
の
大
き
い
ラ
ウ

ン
ジ
は
放
課
後
に
は
自
習
の
場
や
憩
い
の
場

と
し
て
大
勢
の
生
徒
が
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
校
舎
に
は
可
動
式
座
席
を
有

す
る
ホ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
、
学
年
集
会
や
講

演
会
会
場
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
先
の

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
本
校
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
羽

生
選
手
を
後
輩
た
ち
が
応
援
し
た
の
も
こ
の

会
場
で
し
た
。
応
援
に
参
加
し
た
生
徒
は
応

援
と
い
う
人
間
関
係
を
媒
介
に
過
去
と
現
在

と
未
来
が
結
び
つ
い
て
い
る
瞬
間
を
体
験

し
、
伝
統
が
醸
し
出
す
素
敵
な
関
係
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

　

　

最
後
に
東
北
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

　

泉
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
登
下
校
時
や
昼
食

時
、
体
育
の
授
業
な
ど
の
時
間
に
ア
メ
リ
カ

や
カ
ナ
ダ
な
ど
外
国
籍
の
学
生
と
時
間
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
別
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
１
年
間
、
東
北
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
の
授
業
を
体
験
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

　

進
学
系
の
生
徒
が
英
語
の
４
技
能
に
磨
き

を
か
け
る
た
め
東
北
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
参
加
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
日
本
に
い
な
が
ら
文
化

の
異
な
る
人
々
と
の
交
流
も
で
き
る
可
能
性 三楽ホールでＯＢ羽生結弦選手の応援

に
富
ん
だ
学
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
北
高
等
学
校
の
教
育
は
創
立
以
来
、
人

間
教
育
を
大
切
に
扱
い
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
考
え
は
、
今
歩
み
を
進
め
て
い
る
本
校

の
姿
に
表
れ
て
い
る
と
自
信
を
持
っ
て
明
言

で
き
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
設
備
が
新
し
く
な
っ
て
も
、
時

代
が
も
っ
と
先
に
進
ん
で
も
変
わ
ら
ぬ
方
針

で
あ
り
、
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
我
々

が
確
信
で
き
た
姿
で
も
あ
り
ま
す
。

　

人
間
臭
く
素
朴
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
芯

の
通
っ
た
教
育
実
践
」、
そ
れ
が
学
校
法
人

南
光
学
園
東
北
高
等
学
校
の
姿
で
す
。

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

那
須
祐
二
（
な
す　

ゆ
う
じ
）

�

平
成
26
年
４
月
よ
り
副
校
長
就
任

泉キャンパス
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業
務

�
―
―
研
究
者
に
な
ろ
う
と
し
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
看
護
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
看
護
師

と
し
て
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ

の
10
年
は
看
護
師
長
と
し
て
病
棟
運
営
を
担

い
、
人
材
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

看
護
師
長
と
し
て
の
10
年
は
特
に
再
就
職

し
た
看
護
師
の
教
育
や
組
織
へ
の
定
着
に
困

難
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
再
就
職
す
る
看
護

師
の
背
景
は
学
歴
、
経
験
年
数
、
看
護
実
践

力
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
で
、
新
人
看
護
師
の
よ

う
な
一
律
の
教
育
は
不
向
き
で
し
た
。
そ
れ

に
加
え
て
組
織
の
ル
ー
ル
や
職
場
の
環
境
に

馴
染
め
ず
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
退
職
を
決

め
て
し
ま
う
再
就
職
者
も
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
生
活
経
験
の
少
な
い
若
い
世
代

の
看
護
師
だ
け
で
は
看
護
の
現
場
は
担
え
ま

せ
ん
。
そ
の
点
、
再
就
職
し
て
く
る
看
護
師

は
い
わ
ゆ
る
中
堅
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
者
も

多
く
、
看
護
実
践
力
だ
け
で
な
く
生
活
経
験

が
豊
か
で
す
。

　

再
就
職
者
の
実
践
能
力
を
生
か
し
て
い
く

た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
。
こ
の
よ
う
な
研

究
課
題
を
持
ち
な
が
ら
、
看
護
管
理
能
力
を

磨
く
た
め
に
修
士
課
程
に
進
学
し
、
再
就
職

者
の
組
織
社
会
化
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
れ
を
機
に
研
究
者
の
道
を
歩
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
「
再
就
職
し
た
看
護
師
の
組
織
社
会
化

に
関
す
る
研
究
」
に
て
本
奨
励
金
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は
小
西
先
生
ご
自
身

の
経
歴
に
基
づ
く
も
の
と
存
じ
ま
す
が
、
こ

の
研
究
が
看
護
師
の
再
就
職
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
、
ど
ん
な
効
果
が
期
待
で
き
る

の
か
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

看
護
職
は
�
割
以
上
が
女
性
で
あ
る
た

め
、
結
婚
、
出
産
、
育
児
等
の
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
に
応
じ
て
離
職
し
、
ま
た
そ
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
て
、
さ
ら
に
は
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
的
に
新
し
い
職
場
に

再
就
職
す
る
看
護
師
が
多
い
状
況
で
す
。
し

か
し
現
状
の
臨
床
現
場
で
は
、
再
就
職
者
の

特
徴
に
応
じ
た
系
統
的
な
教
育
・
支
援
体
制

が
整
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
新
し
い
組

織
に
適
応
で
き
な
い
ま
ま
退
職
す
る
再
就
職

者
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
再
就
職
者
に
つ
い
て
新
し
い

職
場
で
ど
の
よ
う
な
組
織
社
会
化
の
プ
ロ
セ

ス
を
た
ど
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
困
難
が
あ
り
、
ま

た
ど
の
よ
う
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
の

か
な
ど
、
再
就
職
者
の
実
態
が
明
ら
か
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
再
就
職
者
を
教
育
す
る

側
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
支
援
体
制
を
検
討

す
る
た
め
有
用
な
資
料
と
な
り
、
ひ
い
て
は

再
就
職
者
の
就
業
促
進
に
繋
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

―
―
「
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
は
多
様
な
人

材
の
育
成
を
図
る
観
点
か
ら
、
年
齢
制
限
を

設
け
ず
女
性
研
究
者
が
幅
広
く
応
募
で
き
る

よ
う
に
し
、
女
性
研
究
者
の
さ
ら
な
る
活
躍

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。
そ
ん
な
女
性
研
究
者
の
代
表
と
し
て
、

小
西
先
生
の
研
究
者
と
し
て
の
将
来
の
夢
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

我
が
国
の
女
性
労
働
力
の
需
要
状
況
を
考

え
る
と
、
女
性
の
再
就
職
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
は
看
護
界
に
限
ら
ず
日
本
社
会
に
お
け

る
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
観
点
で
考
え
る
と
、
私
の
研
究
テ
ー

マ
で
あ
る
再
就
職
者
の
組
織
社
会
化
は
看
護

以
外
の
分
野
に
も
転
用
し
て
い
け
る
研
究
で

す
。

　

将
来
的
に
は
幅
広
い
分
野
で
活
用
で
き
る

と
こ
ろ
ま
で
、
こ
の
研
究
を
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。

―
―
本
年
5
月
に
本
奨
励
金
の
贈
呈
式
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、
壇
上
に
て
本
事
業
団
理
事

長
か
ら
贈
呈
書
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
が
、
ご

感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

研
究
者
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
で

未
熟
な
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
女
性
研
究
者

の
代
表
と
し
て
登
壇
し
、
贈
呈
書
を
い
た
だ

い
た
こ
と
で
と
て
も
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
し
た
。
私
の
研
究
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た

だ
き
、
奨
励
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
大
変

光
栄
に
思
い
ま
す
。

小西由起子助教……看護師として勤めたのち、
看護職のキャリアや看護組織における組織文
化に関する研究に取り組むことを目指し、大
阪府立大学大学院看護学研究科博士前期課程

（看護管理分野）に進学（2012年3月修了）。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
０
３
（
３
２
３
０
）
７
３
１
７
・
７
３
１
９

E
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
受
賞
者
の
声

　
私
学
事
業
団
で
は
、
私
立
大
学
等
に
在
籍
す
る
未
来
を
担
う
若
手
研
究
者
や
女
性
研
究

者
に
対
し
、
研
究
に
取
り
組
む
機
会
の
創
設
を
図
る
た
め
「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
」

を
創
設
し
、
今
年
度
か
ら
配
付
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、「
再
就
職
し
た
看
護
師
の
組
織

社
会
化
に
関
す
る
研
究
」
で
「
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
を
受
賞
し
た
、
甲
南
女
子
大
学
看

護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
助
教
の
小
西
由
起
子
先
生
の
声
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
受
賞
者
の
声
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患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改

善
に
資
す
る
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）

医
薬
品
の
使
用
促
進
を
目
的
と
し
て
、「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
書
」（
以
下「
差

額
通
知
」
と
い
い
ま
す
）
を
学
校
法
人
等
宛

て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
通
知
対
象
と
な
る

加
入
者
等
へ
配
付
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

先
発
医
薬
品
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
切
り
替
え
る
こ
と
は
、
医
療
機
関
や
調
剤

薬
局
の
窓
口
で
支
払
う
加
入
者
等
の
自
己
負

担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
の
差
額
通
知
の
実
施

結
果
（
使
用
率
・
医
療
費
削
減
額
）
に
お
い

て
も
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進
の
た

め
、ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 

実
施
内
容

　

平
成
30
年
４
～
８
月
の
間
に
先
発
医
薬
品

を
処
方
さ
れ
服
用
し
て
い
る
加
入
者
（
※
）

及
び
そ
の
被
扶
養
者
の
う
ち
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
変
更
し
た
場
合
に
、
自
己
負
担

額
の
軽
減
が
一
定
額
以
上
見
込
ま
れ
る
人
に

対
し
、
ど
の
く
ら
い
薬
代
が
軽
減
で
き
る
か

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

任
意
継
続
加
入
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者
は

除
き
ま
す
。

業
務
部　
短
期
給
付
課

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬
品
差
額
通
知
書
を

12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

　
　
　
～
対
象
者
へ
の
配
付
を
お
願
い
し
ま
す
～

Ϩηϓτʣ͔ΒδΣωϦοΫҩༀͷࡎɺӃ֎ॲํʢௐ༺˞
͋ΔҩༀͷΈΛରʹࢉग़͓ͯ͠ΓɺӃॲํʹΑΔҩༀΛ
আ͖·͢ɻ

˞ༀՁج४ࠂ্ͷ֨ن୯Ґ͝ͱʹ͑ͨྔͰ͍ͯ͠ࢉܭ·͢ɻ

ʹ༺
ʮൃޙҩༀʯ

ʮൃޙҩༀͷมߋՄͳઌൃҩༀʯ�ʮൃޙҩༀʯ

��ˋ

��ˋ

��ˋ

��ˋ

平成 28年度 平成 29年度
6月12月 9月

平成 30年度 平成 31年度

平成32年 9月目標

平成32年度

����ˋ

����ˋ平成29年央
（ 6月）目標

図　私学事業団におけるジェネリック医薬品の使用率の推移

表面

ジェネリックお願いカード

裏面

♦
次
の
人
は
通
知
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

・�

が
ん
や
精
神
疾
患
等
の
疾
病
、
風
邪
な
ど

の
短
期
的
な
処
方
に
使
用
さ
れ
る
薬
を
服

用
し
て
い
る
人

・�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
存
在
し
な
い
薬

を
服
用
し
て
い
る
人

・�

す
で
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
処
方
さ

れ
て
い
る
人

 
送
付
方
法
・
送
付
先

　

加
入
者
及
び
被
扶
養
者
ご
と
に
個
別
封
筒

で
、
親
展
扱
い
と
し
て
所
属
す
る
学
校
法
人

等
へ
送
付
し
ま
す
。
個
別
封
筒
に
は
、
差
額

通
知
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
封
入
し
て
い
ま
す
。

・�

学
校
法
人
等
か
ら
加
入
者
へ
個
別
封
筒
を

渡
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

被
扶
養
者
分
の
個
別
封
筒
も
学
校
法
人
等

か
ら
加
入
者
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

♦
お
願
い

�　

個
別
封
筒
は
親
展
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
通
知
対
象
者
が
被
扶
養
者
の
場
合
は
、

開
封
せ
ず
に
必
ず
被
扶
養
者
（
小
さ
な
子
ど

も
は
除
き
ま
す
）
に
渡
す
よ
う
、
加
入
者
に

周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

 

送
付
の
時
期

　

30
年
12
月
中
旬

 

通
知
を
希
望
し
な
い
場
合

　

差
額
通
知
の
送
付
を
希
望
し
な
い
加
入
者

や
被
扶
養
者
が
い
る
場
合
は
、
個
別
に
文
書

又
は
電
話
で
、
短
期
給
付
課
療
養
給
付
係
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
（
す
で
に
連
絡
を
い

た
だ
い
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）。

28
年
度
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
差
額
通
知
の
実
施
結
果

 

使
用
率
と
効
果
（
医
療
費
削
減
額
） 

　

2�
年
度
に
差
額
通
知
を
実
施
し
た
結
果
、

本
事
業
団
に
お
け
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
率
（
図
参
照
）
は
2�
年
度
上
半
期
の

�3
・
１
％
か
ら
2�
年
度
末
に
は
�0
・
７
％
と

順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
効
果
と
し
て
本
事
業
団
が

負
担
す
る
医
療
費
は
、
2�
年
１
月
～
30
年

３
月
ま
で
の
累
計
で
約
５
億
５
２
１
万
円

削
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
の
目
標
で
あ
る
「
32
年
９

月
ま
で
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

率
�0
％
」
の
達
成
に
向
け
て
、
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
お
願
い
カ
ー
ド

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る
意

思
表
示
に
役
立
つ
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
お
願

い
カ
ー
ド
」
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔
ご
存
知
で
す
か
？
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
〕
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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医
療
保
険
者
に
義
務
付
け
ら
れ
た
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
策
定
に
お
い
て
は
、
健
康
的
な

職
場
環
境
の
整
備
や
従
業
員
の
健
康
意
識
・

生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、

保
険
者
と
事
業
主
と
の
協
働
の
も
と
で
推
進

す
る
こ
と
（
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
）
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

私
学
事
業
団
が
策
定
し
た
第
二
期
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
に
お
い
て
も
、
学
校
法
人
等
の

教
職
員
の
健
康
に
関
す
る
情
報
を
よ
り
分
か

り
や
す
く
提
供
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
一
環
と

し
て
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る

学
校
法
人
等
代
表
者
向
け
の
特
定
健
診
等
の

ペ
ー
ジ
「
私
学
健
康
経
営
支
援
サ
イ
ト
」
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
学
校
法
人
等
の
健

康
経
営
の
た
め
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
情
報
提
供
サ
ー
ビ

ス
「
特
定
健
診
等
実
施
状
況
」
の
掲
載
は
12

月
末
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

●
掲
載
場
所

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者

用
ペ
ー
ジ
▼
福
祉
事
業
関
係
▼
私
学
健
康
経

営
支
援
サ
イ
ト
〕（
12
月
上
旬
開
設
予
定
）

　

私
学
共
済
事
務
担
当
者
研
修
会
は
、
事
務

担
当
者
に
私
学
共
済
制
度
の
業
務
内
容
を
ご

理
解
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
22
回
（「
資
格
・

短
期
」
コ
ー
ス
11
回
、「
年
金
」
コ
ー
ス
11
回
）

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

●
開
催
日
及
び
会
場
等�

　

10
月
分
掛
金
等
納
付
通
知
書
（
11
月
中
旬

送
付
）
に
同
封
す
る
「
開
催
案
内
（
参
加
申

込
書
付
）」
又
は
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔
事
務
担
当
者
用
ペ
ー
ジ
▼
お
知
ら
せ
〕
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
参
加
対
象
者

　

学
校
法
人
等
の
共
済
事
務
担
当
者

●
研
修
内
容

　

資
格
関
係
・
短
期
給
付
関
係
及
び
年
金
等

給
付
関
係
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
及
び
「
事

務
の
手
引
」
を
基
に
講
義
形
式
に
よ
り
基
礎

的
な
業
務
内
容
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

●
参
加
費

　

１
コ
ー
ス
に
つ
き
１
０
０
０
円

　
　

●
研
修
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●
申
し
込
み
方
法
等

１　

研
修
コ
ー
ス

　
「
資
格
・
短
期
」
コ
ー
ス
及
び
「
年
金
」�

コ
ー
ス
そ
れ
ぞ
れ
に
、
各
学
校
２
名
ま
で
申

し
込
み
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
同
じ
人
が
同

一
コ
ー
ス
に
重
複
し
て
申
し
込
む
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

２　

申
込
期
限

　

開
催
案
内
の
「
平
成
30
年
度　

第
２
回
私

学
共
済
事
務
担
当
者
研
修
会
参
加
申
込
書
」

を
、
11
月
30
日
（
金
）【
必
着
】
ま
で
に
、

共
済
事
業
本
部
へ
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

３　

参
加
通
知

　

参
加
の
可
否
は
、
12
月
中
旬
に
学
校
法
人

等
宛
て
に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

・�

各
コ
ー
ス
の
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

・�

応
募
者
が
著
し
く
少
な
い
コ
ー
ス
は
、
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（��）（��）（��）

福
祉
部　
保
健
課

●
内
容

　

①
特
定
健
診
実
施
率

　

②
特
定
保
健
指
導
実
施
率

　

③�

リ
ス
ク
分
布
図
（
血
圧
・
脂
質
・
血

糖
等
）

　

④
学
校
訪
問
型
特
定
保
健
指
導

　

⑤
健
康
情
報

●
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
期

　

平
成
30
年
12
月
頃

●
利
用
方
法

　

11
月
下
旬
に
、
ロ
グ
イ
ン
に
必
要
な
学

校
ご
と
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
学
校
法

人
等
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

平
成
30
年
度　
第
２
回

私 

学 

共 

済 

事 

務 

担 

当 

者 

研 

修 

会

　
　
　
　

�

１
月
８
日
（
火
）
～
１
月
24
日
（
木
）広

報
相
談
セ
ン
タ
ー　
相
談
班

（ログイン画面イメージ）

��

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

学
校
法
人
等
代
表
者
向
け
の
私
学
健
康
経
営
支
援
サ
イ
ト
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
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限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
が
、
有
効
期
限
到
来
後
も
引
き
続
き
限

度
額
適
用
認
定
証
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

次
の
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
（
継
続
）
手
続
き

　
「
限
度
額
適
用
認
定
申
請
書
」（
※
）の「
継

続
」
欄
を
○
で
囲
み
、
所
定
事
項
を
記
入
・

押
印
の
う
え
、
有
効
期
限
が
到
来
す
る
２
週

間
前
を
目
途
に
、学
校
法
人
等
を
通
し
て（
任

意
継
続
加
入
者
は
直
接
）、
私
学
事
業
団
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
12
月
31
日
に
有
効
期
限
が
到
来
す

る
人
の
事
前
更
新（
継
続
）手
続
き

　

30
年
12
月
31
日
に
有
効
期
限
が
到
来
す
る

人
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
年
内
に
交
付

で
き
る
よ
う
、
例
外
的
に
11
月
９
日
（
金
）

～
12
月
14
日
（
金
）
ま
で
事
前
受
付
を
行
い

ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
申
請
書
」
の
右
上
余

白
に
朱
書
き
で
「
事
前
継
続
」
と
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

用
紙
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様

式
用
紙
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

加
入
者
証
等
は
、
加
入
者
や
被
扶
養
者
が

病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
保
険
診
療
を
受
け
る
た

め
、
１
人
に
１
枚
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
担
当
者
は
、
加
入
者
が
退
職
し
た
と

き
や
被
扶
養
者
の
認
定
を
取
り
消
し
た
と

き
、「
加
入
者
証
」や「
加
入
者
被
扶
養
者
証
」

を
、
必
ず
私
学
事
業
団
へ
（
任
意
継
続
加
入

者
は
直
接
）
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提
示
す
る

証
（
限
度
額
適
用
認
定
証
や
�0
歳
以
上
の
高

齢
受
給
者
証
等
）
が
本
事
業
団
か
ら
交
付
さ

れ
て
い
る
と
き
は
、
加
入
者
証
等
と
一
緒
に

返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
を
喪
失
し
た
後
に
加
入
者
証
等
を
使

用
す
る
と
、
後
日
医
療
費
等
を
返
還
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
事
業
団
で
は
加
入
者
証
等
の
回
収
記
録

を
個
別
に
管
理
し
、
回
収
が
確
認
で
き
る
ま

で
督
促
し
て
い
ま
す
。

　

紛
失
等
に
よ
り
返
納
で
き
な
い
と
き
は
、

「
加
入
者
証
等
返
納
不
能
届
書
」（
※
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

用
紙
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様

式
用
紙
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

加
入
者
証
・
加
入
者
被
扶
養
者
証

は
必
ず
返
納
し
て
く
だ
さ
い

業
務
部　
資
格
課

ガーデンパレスの年末年始期間の宿泊料金
ガーデンパレス名 12月27日～１月３日の宿泊料金 備　　　　　　　　　考

札幌ガーデンパレス
☎011（261）5311 通常料金 ●四川飯店は、12月29日～31日休業（１月１日17時から通常営業）

仙台ガーデンパレス
☎022（299）6211 通常料金 ● 12月30日～１月３日の夕食は予約制

東京ガーデンパレス
☎03（3813）6211

通常料金
・

年末年始プラン（１泊朝食）
シングル　10,300円～
ツイン　　21,000円～

● 年末年始プラン期間：12月31日～１月１日
● 洋食レストランは、12月31日昼～１月２日朝、正月特別メニュー
● 和食堂は、１月１日～７日まで正月特別メニュー

名古屋ガーデンパレス
☎052（957）1022

通常料金
・

年末年始プラン（１泊２食）
シングル・ツインとも
１名様　　15,500円　

● 年末年始プラン期間：12月28日～１月６日
● 和食堂は、12月28日～１月６日、17時～21時までの営業
● 洋食レストランは、12月29日～１月３日、21時までの営業（カラオケ・

バーは一部休業日あり。詳しくはお問い合わせください）
●コーヒーラウンジは、12月26日～１月３日休業

京都ガーデンパレス
☎075（411）0111

通常料金
・

年末年始プラン（1泊2食）
シングル　19,300円～ 
ツイン　　36,800円～

● 年末年始プラン期間：12月31日～１月３日
● 和食堂は、12月31日（夕食）休業、１月１日～３日限定メニュー
● 洋食レストランは、12月31日昼～１月４日朝、年末年始特別メニュー

大阪ガーデンパレス
☎06（6396）6211

通常料金
・

年末年始プラン（1泊2食）
１名様　　14,600円～

●年末年始プラン期間：12月31日～１月３日
● 洋食レストランは、１月１日～４日朝、正月特別メニュー
●和食堂は、12月31日～１月３日、年末年始特別メニュー
●１月１・２日９時30分～ロビーにて「餅つき大会」開催

広島ガーデンパレス
☎082（262）1122 通常料金 ● 夕食は予約制にて料理長厳選特別メニュー（12月31日～1月3日のみ）

福岡ガーデンパレス
☎092（713）1112 通常料金 ● 通常営業

札幌・仙台・名古屋（中部ブロック限定）・京都・広島の各ガーデンパレスでは、数量限定でおせち料理の販売を行っています。
詳しくは各ガーデンパレスのホームページをご覧いただくか、電話で各ガーデンパレスにお問い合わせください。

限
度
額
適
用
認
定
証
の

更
新
の
手
続
き

業
務
部　
短
期
給
付
課
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　　　�　離婚した場合は、子どもの親権を持つ親に扶養の優先権があるとみなしますので、親権を持っていれば
加入者の被扶養者に扶養替えすることができます。添付書類は次のとおりです。

書　　　類 内　　　容
③ 子どもが夫の健康保険から被扶養

者取り消しとなった年月日の確認
できる証明書（国民健康保険の場
合は国民健康保険証の写し）

子どもの認定年月日を確定（確認）するための書類です。なお、国民健康保険からの
切り替えの場合は届け出があった日からの認定となります。被扶養者認定後に加入者
被扶養者証を市区町村に持参して、国民健康保険を脱退する手続きをしてください。

　　　�　�離婚をしたため、夫が扶養している子どもを私（加入者）の扶養に切り替えたいのですが、必要
な添付書類は何ですか。

Q3

A

１　子どもが18歳以上の場合は、子どもの収入を確認する書類（注）も必要です。
２　離婚した相手の収入比較の書類は不要です。

（注）　�子どもの収入を確認する書類については、「平成30年版　事務の手引」114頁「被扶養者認定にかかる生計
維持関係の添付書類（一般例）」を参照してください。

ポイント

１　子どもが18歳以上の場合は、子どもの収入を確認する書類（注）も必要です。

ポイント

図　被扶養者認定申請書（見本）

「扶養手当」欄

「加入者の年間所得推計額」欄

子どもの年齢 書　　類 内　　　容
子 ど も が20歳
未満の場合

① 子どもの戸籍謄本
又は抄本

続柄及び生年月日、親権者の氏名及び親権を得た日（認定年月日）を確認します（住
民票は不可）。

子 ど も が20歳
以上の場合

① 子どもの戸籍謄本
又は抄本

続柄及び生年月日を確認します（加入者が世帯主の場合は、
続柄が記載されている住民票でも可。ただし、マイナンバー
の記載のないもの）。

＊ 子どもと加入者が
同じ戸籍の場合は、
加入者の戸籍謄本
のみで可。

② 加入者の戸籍謄本
又は抄本

子どもが20歳以上の場合は親権を決める必要がないので、
加入者の戸籍謄本又は抄本で離婚日を確認します。
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10月号に続き被扶養者認定事例として、子どもの認定申請について説明します。
被扶養者の基本的な事項は、「平成30年版　事務の手引」97頁　第７章　被扶養者を参照してください。

被扶養者認定申請事例（子どもの認定）
業務部　資格課

　　　�　加入者と配偶者の年間収入を比較して加入者の方が多い、又は同程度（差額が１割以内の範囲）であれ
ば認定できます。添付書類は次のとおりです。

書　　　類 内　　　容

①子どもの戸籍謄本又は抄本 続柄及び生年月日を確認します（加入者が世帯主の場合は、続柄が記載されている住民
票でも可。ただし、マイナンバーの記載のないもの）。

② 加入者と配偶者の前年の源泉
徴収票又は年収見込証明書

加入者と配偶者の収入を比較する書類です。
＊ 被扶養者認定申請書の「加入者の年間所得推計額」欄（12頁図参照）に、学校法人等で加入者の年収

見込額を記入する場合は、加入者分の源泉徴収票又は年収見込証明書は不要です。

　　　�　加入者の収入が増加し配偶者の収入より多くなった場合、配偶者の健康保険の被扶養者になっていた子
どもは、加入者の被扶養者に扶養替えすることができます。添付書類は次のとおりです。

書　　　類 内　　　容

①子どもの戸籍謄本又は抄本 続柄及び生年月日を確認します（加入者が世帯主の場合は、続柄が記載されている住民
票でも可。ただし、マイナンバーの記載のないもの）。

② 加入者と配偶者の前年の源泉
徴収票又は年収見込証明書

加入者と配偶者の収入を比較する書類です。扶養手当が支給される場合は不要です（Ｑ１
ポイント１参照）。
＊ 被扶養者認定申請書の「加入者の年間所得推計額」欄（12頁図参照）に、学校法人等で加入者の年収

見込額を記入する場合は、加入者分の源泉徴収票又は年収見込証明書は不要です。

　　　�子どもが生まれたので被扶養者として認定したいのですが、必要な添付書類は何ですか。

　　　�　�昇任して私（加入者）の収入が増えたので、夫の扶養になっている子どもを私の扶養に切り替え
たいのですが、必要な添付書類は何ですか。

Q１

Q2

A

A

１　�配偶者がすでに被扶養者として認定されている場合、又は加入者の勤

務先から扶養手当が支給される場合は、加入者と配偶者の収入比較が

必要ないため、②の書類は不要です。扶養手当が支給されている場合は、

被扶養者認定申請書の「扶養手当」欄（12頁図参照）に必ず記入して
ください。

２　�配偶者が前年の途中で就職や転職した場合など、源泉徴収票で確認できる収入額が変動している場合は、

認定日以降の収入を確認するため、年収見込証明書を提出してください。なお、育児休業等により休業し

報酬が減額又は無給となっていても、休業前の報酬（減額する前の報酬）で収入比較しますので、休業し

なかったと仮定した状態の年収見込証明書が必要です。

３�　戸籍謄本等に代えて市区町村が発行する出生届受理証明書を添付するときも、必ず原本を提出してくださ

い。母子手帳の写しでは対応していません。

ポイント



平成 3 0 年 1 1 月 1 日　第 2 5 1 号私学事業団ホームページ　https://www.shigaku.go.jp/
助成業務　https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　https://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）

月の共済業務スケジュール11

月の共済業務スケジュール12

共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

共済業務

̍日ïð 積立共済年金･共済定期保険 ࢝Έ։ࠐՃೖਃ͠ظޙ�
̎日ïۚð 貸付 �ૹۚ
̒日ïՐð 貸付 �10月ఆظঈؐݶظ
̕日ïۚð 貯金 �ݶظࠐʢඞணʣ
øû日ïਫð アイリスプラン �年ۚίʔεՃೖɾมߋਃ͠ࠐΈకΊΓ
øü日ïð 貸付 �12月3日ૹۚਃ͠ࠐΈɾҙঈؐਃग़కΊΓ
ù÷日ïՐð 貯金 �ૹۚ

ùù日ïð
貸付 �ૹۚ
貯金 �ɾղٻకΊΓ
積立共済年金 �ୀਃग़కΊΓ

ùÿ日ïਫð
掛金等 �10月ֻۚ࠲ޱৼସʢࣗৼߍͷΈʣ
貸付 �11月ఆظঈؐ࠲ޱৼସʢࣗৼߍͷΈʣ

ú÷日ïۚð
掛金等 �10月ೲݶظ
貸付 �12月25日ૹۚਃ͠ࠐΈకΊΓ
積立共済年金･共済定期保険 ΈకΊΓࠐՃೖਃ͠ظޙ�

̏日ï月ð 貸付 �ૹۚ
̒日ïð 貸付 �11月ఆظঈؐݶظ
10日ï月ð 貯金 �ݶظࠐʢඞணʣ
1�日ïۚð 貸付 �1月�日ૹۚਃ͠ࠐΈɾҙঈؐਃग़కΊΓ

年内の手続き書類の受け付け・処理

　年ͷۀࡁڞͷॻྨͷड͚͚ٴͼॲཧɺ࣍ͷ
ͱ͓ΓͰ͢ɻ

資格関係
�ՃೖऀূɺՃೖऀඃැཆऀূͷަɺؔ֨ࢿͷ֬
ೝ௨ॻɺ12月11日（火）受付分·ͰΛ12月21日（金）
ʹൃૹ͢Δ༧ఆͰ͢ɻ
֨ࢿ�औಘ֨ࢿࣦʹΑΔֻۚɺ12月17日（月）

受付分·ͰΛɺ12月ֻۚͷௐఆʢ̍月ૹʣʹ
ө͢Δ༧ఆͰ͢ɻ
� 【業務部　資格課】
短期給付関係
�څظؔͷٻɺ11月27日（火）受付分·ͰΛ
年ʹૹۚ͢Δ༧ఆͰ͢ɻ
� 【業務部　短期給付課】
貸付関係
◦�年内最終送金（12月25日（火））の貸付け申し込みは、

11月30日（金）締め切りです。
�� 【福祉部　貸付課】

ͱॲཧͷ༧ఆɺॻྨʹෆඋ͕ͳظ࣌ͷडه্　
͘ॲཧ͞Εͨ߹Λલఏͱ͍ͯ͠·͢ɻ
　·ͨɺ年ͷۀ12月28日（金）·Ͱͱͳ͍ͬͯ·
͢ͷͰɺखଓ͖ʹͯ͠ࡍ༨༟ΛͬͯॻྨΛఏग़
͍ͯͩ͘͠͞ɻ

子ども・子育て拠出金の納付対象基準額が
決定しました
　平成30年ͷఆܾ࣌ఆʹΑΔج४ֹ1�0ສԁʢલ年ͱ
ಉֹʣͱͳΓ·ͨ͠ɻ
　10月ௐఆ࣌ʹՃೖऀอݥྉʹ͔͔Δඪ४ใु月ֹͷ߹
๏ਓɺ30年10月͔Βߍ1�0ສԁҎ্ͱͳΔֶ͕ܭ
31年̕月·Ͱͷؒɺֻۚͱ߹ΘͤͯࢠͲɾࢠҭͯ
ग़ۚΛೲ͢Δ͜ͱʹͳΓ·͢ɻೲֹʹ͍ͭͯɺڌ
ʮֻۚٴͼࢠͲɾࢠҭͯڌग़ۚೲ௨ॻʯͰ௨
͠·͢ɻ
� 【業務部　掛金課】

積立共済年金・共済定期保険の
後期加入申込期間

　後期加入申込期間は、積立共済年金・共済定期保険と
もに11月１日（木）から11月30日（金）までとなります。
新規加入・加入内容の変更等をする場合は、加入申込期
間内に申し込んでください。
� 【福祉部　保健課】

被扶養者再審査・加入者証等検認の
提出期限

　ඃැཆऀͷ࠶৹ ʢࠪ౦日ຊϒϩοΫͷΈʣͷճॻͱɺ
Ճೖऀূͷݕೝʢ౦日ຊɾ日ຊ྆ϒϩοΫʣͷ݁Ռ
ใࠂॻͷఏग़ݶظ11月15日（木）必着Ͱ͢ɻ
　ඃැཆऀ࠶৹ࠪճॻ͕ະఏग़ͷ߹ɺੜܭҡؔ࣋
͕͢ͰʹࣦΘΕ͍ͯΔͱΈͳͯ͠ɺ৬ݶݖʹΑΓඃැ
ཆऀΛऔΓফ͠·͢ͷͰҙ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
� 【業務部　資格課】

1�
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（「月報私学」はホームページにも掲載しています）INFORMATION

私学振興事業本部
〒102 - 8145
　東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

会計処理等のご質問・ご相談を
承っています
ֶࢲॲཧΛ͡ΊɺܭӦใηϯλʔͰɺձܦֶࢲ　
ɾ͝૬ஊΛঝ࣭͍ͬͯͯͭ͝ʹ߲ࣄӦશൠʹΘͨΔܦ
͍·͢ɻͥͻ͝ར༻͍ͩ͘͞ɻ
 【私学経営情報センター　私学情報室】      
 ☎03（3230）7846～7848
 Ｅメール　center@shigaku.go.jp

「平成29年度学術研究振興資金
学術研究報告」を作成しました
　平成2�年ʹަͨ͠ʮֶज़ڀݚৼۚࢿڵʯٴͼʮए
खऀڀݚྭۚʯͷڀݚ՝ʹ͍ͭͯɺͦͷڀݚ成ՌΛ
औΓ·ͱΊɺʮ平成2�年ֶज़ڀݚৼۚࢿڵ　ֶज़ڀݚ
ใࠂʯʢ$%ʵ30.ʣΛ࡞成͠·ͨ͠ɻ
　ऩͨ͠σʔλɺஂۀࣄֶࢲϗʔϜ
ϖʔδʹ͠ࡌܝ·͕͢ɺ$%ʵ30.ͷ
ૹΛر͞ΕΔ߹ɺॿ成෦د
ۚ՝·Ͱ͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ
 【助成部　寄付金課】　　　　　　
 ☎03（3230）7319～7320　
 Eメール　kifukin@shigaku.go.jp　

「月報私学」特集記事
「魅力あふれる学校づくりを目指して」の募集
　ʮ月ใֶࢲʯͰɺֶߍ๏ਓͷ͞·͟·ͳऔΓΈͳ
ͲΛಛूࣄهʮັྗ͋;ΕΔֶͮ͘ߍΓΛͯ͠ࢦʯͰ
հ͍ͯ͠·͢ɻֶߍ๏ਓͰͷվֵྫࣄΛͯ͘͠ߘ
ͩ͞ΔํͳͲΛืू͍ͯ͠·͢ɻ
　େֶͷΈͳΒͣઐमֶߍ༮ஓԂͷվֵྫࣄืू
͍ͯ͠·͢ͷͰɺৄ͘͠ஂۀࣄֶࢲϗʔϜϖʔδʤ
ใࢽɾߦץҰཡ⾣月ใֶࢲ⾣ಛूूืࣄهʥΛ͝ཡ͘
͍ͩ͞ɻ
　·ͨɺաࣄهͨ͠ࡌܝʹڈͷҰཡΛɺʮ࿈ࣄهࡌͷΞʔ
ΧΠϒʯͱ͍ͯͯ͠͠ࡌܝ·͢ͷͰɺͦͪΒߟࢀʹ͠
͍ͯͩ͘͞ɻ
　օ༷͔ΒͷԠืΛ͓͍ͪͯ͠·͢ɻ
　˗ 過去の掲載記事 ˗

掲 載 号 掲 載 法 人 タ　イ　ト　ル
1月号
(VOL.241) 国立音楽大学 「音楽の役割」を問い、その魅力

を伝える地域交流
7月号
(VOL.247) 長崎日本大学学園 有機的・段階的なグローバル人

材育成で魅力創り
9月号
(VOL.249) 真宗大谷学園 「寄りそう知性」と「利他」の精

神を備えた人物育成

� 【応募・問い合わせ先】　　　　　　　　　　
 〒102-8145　　　　　　　　　　　　　
 東京都千代田区富士見１-10-12　　　　
 　日本私立学校振興・共済事業団 企画室
 　☎03（3230）7809～7811 　　　　　　
 　Eメール　kikaku@shigaku.go.jp　　　
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融資事 業 の ご 案 内

宿泊施設 の ご 案 内 ϗʔϜϖʔδ͔Β॓ധ༧͕Ͱ͖·͢ɻࡁڞֶࢲ
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月ใࢲ学　11月߸（7O-. 2�1）平成30年11月1ൃߦ
ฤू・ൃߦ　ຊཱࢲ学校ৼڞ・ڵ済事業ஂ　˟102��1��　東ژઍా۠࢜見1�10�12　ὸ03（3230）7�0�ʙ7�11（اըࣨ）

ç（ࡌແஅసې）

博多まち巡りコース宿泊プラン
博多の寺社町エリアを貸切タクシーで巡る2.5 時間の観光付です。11月は
「ライトアップウォーク」の開催など、イベントが盛りだくさんです！
１泊朝食付（２名１室 / １名様）　11,300 円
取扱期間：平成 31 年３月 31 日まで（年末年始を除きます）
・１名様からご予約を承ります。
・１名１室でご利用の場合は 16,700 円となります。
・施設入館料・駐車料金等はプラン料金に含まれません。

金目鯛コース
11 月中旬より奥湯河原の「万葉公園」や「もみじの郷」
の紅葉が見頃になります。散策の後、源泉掛け流しの
温泉でお過ごしください。
１泊２食（２名１室 / １名様）　11,800 円                                                           
取扱期間：通年（年末年始を除きます）
・金目鯛は２～３名様に一尾のご用意になります。
・「お刺身コース」（１泊２食 13,300円）もご用意しています。
・各コース２名様からご予約を承ります。

金目鯛コース（イメージ） 万葉公園紅葉

湯河原　 敷
しき

　島
しま

　館
かん 〒259-0314　神奈川県足柄下郡湯河原町宮上745　☎0465（63）3755

（JR「湯河原」駅から「奥湯河原」行き又は「不動滝」行きバスで15分「美術館前」
下車、すぐ前）

〒810-0001　福岡市中央区天神4-8-15　☎092（713）1112（代表）
（地下鉄「福岡空港」駅・ＪＲ「博多」駅から地下鉄空港線「天神」駅下車、徒歩８分）
https://www.hotelgp–fukuoka.com/

東長寺ライトアップ（写真提供：福岡市）

災害復旧事業に対する融資制度について

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

問い合わせ先
（私学振興事業本部）

■融資条件

融資費目 災害復旧費
（特別災害）

災害復旧費
（一般災害）

対象となる事業 激甚災害に指定され、国から補助金の交付を受
ける災害復旧事業（施設・設備等の原形復旧）

特別災害以外の災害復旧事業
（施設・設備等の原形復旧）

返済期間 25年以内（うち据置2年以内）
の元金均等返済

20年以内（うち据置2年以内）
の元金均等返済

融資金利
（平成30年11月1日現在） 0.4％固定 0.4％固定

お気軽にご相談ください 

私学事業団では、被災された学校法人等の円滑かつ迅速な復旧のための支援策として、災害復旧事業に対
する低利融資制度を設けています。
私立学校の施設設備の復旧に、本事業団資金の活用をご検討ください。

詳細は私学事業団ホームページをご覧ください   　　http://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm 

（注1）金利は毎月見直しています。契約時の金利が償還完了までの固定金利となります。
（注2）専修学校・各種学校は、対象となる学科・課程が定められています。詳しくはお問い合わせください。




